
凡

例
一、
本
史
は
お
お
む
ね
昭
和
五
十
四
年
末
ま
で
の
記
事
を
お
さ
め
た
。

一
、
本
史
は
全
二
巻
と
し
、
十
三
編
の
部
門
に
わ
け
、
さ
ら
に
章、
節
、
項
に
区
分
し
た
。
な
お、
項
に
つ
い
て
は
文
中
ゴ
ジ
ッ
ク
体
に
し
た
。

一、
文
体
は
「で
あ
る
」
体
の
口
語、
平
か
な
を
用
い、
現
代
標
準
か
な
づ
か
い
に
従
っ
た
。

一、
用
字
は
当
用
漢
字
、
同
音
訓
表
を
用
い
た
。
た
だ
し
固
有
名
詞、
そ
の
他
必
要
と
思
う
も
の
は
こ
れ
に
よ
ら
な
か
っ
た。

一、
引
用
文
に
つ
い
て
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
漢
詩、
漢
文
は
現
代
文
に
直
し
て
併
記
し
た
。

一、
な
る
べ
く
多
く
の
参
考
資
料
を
と
り
入
れ、
ま
た
将
来
の
増
補
を
考
慮
し
て、
統
計
の
類
な
ど
も
で
き
る
だ
け
採
録
し
た。

一、
写
真
は
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

一、
史
書
の
例
に
な
ら
っ
て
人
名
は
す
べ
て
敬
称
を
略
し
た
。

一、
参
考
文
献
は
と
り
ま
と
め
て
掲
げ
た
が、
記
述
の
末
尾
等
に
も
資
料
の
出
典
を
明
記
し
た
。

一、
編
さ
ん
に
当
た
っ
て
正
確
を
期
す
る
よ
う
つ
と
め
た
が
、
な
お
今
後
の
調
査
と
研
究
を
要
す
る
こ
と
も
少
く
な
い。



引
用
又
は
参
考
文
献

旭
川
市
史

旭
川
兵
村
中
隊
記
録

朝
日
新
聞

ア
イ
ヌ
伝
説
集
(更
科
源
蔵
著
)

赤
平
八
十
年
史

芦
別
市
史

石
狩
川
中
流
域
の
先
史
遺
跡

石
狩
川
沿岸
穴
居
人
種
遺
跡
調

査
報
告

石
狩
川
水
路
保
護
上
申
書

石
狩
日
誌

維
新
日
誌

稲
田
農
協三
十
年
史

岩
見
沢
市
史

浦
臼
町
史

雨
竜
町
史

江
別
市
史

蝦
夷
日
誌

蝦
夷
から
北
海
道
へ

蝦
夷
往
来

江
部
乙
屯
田
兵
の
記
録

江
部乙
町
文
化
史

江
部
乙
村
史

江
部
乙
町
史

開
墾
の
群
像

開
拓
(毎
日
新
聞
)

開
拓
使
布
令
類
聚

開
拓
使
布
達

開
発
庁
地
質
図
幅
説
明
書

樺
戸
監
獄
公
文
綴

樺
戸
監
獄
史
話

上
川
開
発
史

管
内
概
要
(開
発
局)

上
川
見
聞
録

報 銷

官
栗
山
町
史

苦
難
から
躍
動
へ

広
報
た
き
か
わ

広
報
え
べ
お
つ

米
の
生
産
調
整

札
幌
市
史

新
北
海
道
史

新
北
海
道
総
合
開
発
計
画

新
撰
北
海
道
史

新
十
津
川
町
史

燼
心
餘
赤

殖
民
公
報

下
富
良
野
線
鉄
道
建
設
概
要

新
空
知
新
聞

新
琴
似
屯
田
史

砂
川
市
史

戦
後
農
業
技
術
史

戦
後
北
海
道
農
政
史

空
知の
屯
田

空
知
要
覧

空
知
監
獄
記
録

空
知
の
保
健
衛
生

空
知
教
育

空
知
ロー
カ
ル
新
聞

そ
う
ら
っ
ぷ
ち

増
補
松
浦
武
四
郎

大
日
本
地
名
辞
典

高
畑
利
宜
遺
記
録

滝
川
町
発
展
史

滝
川
昔
物
語

滝
川
町
史

滝
川
市
史

滝
川
小
史
わ
が
ふ
る
さ
と

滝
川
町
写
真
帳
(第
二
号
)

滝
川
開
町
五
十
年
記
念
写
真
帳

滝
川
開
町
六
十
年
記
念
写
真
帳

滝
川
市
例
規
類
集

滝
川
屯
田
兵
第
二
大
隊
第三
中

隊
記
録

滝
川
町
・
市
議
会
議
決
書

滝
川
市
・
町
事
務
報
告

滝
川
町
勢
一
班

滝
川
文
化
史

滝
川
文
学

滝
川
の
文
化

滝
川
商
業
高
等
学
校
十
四
年
史

拓
殖
公
報

拓
地殖
民
要
録

滝
川
保
護
区
の
歩
み

土
地
沿
革
事
歴

東
京
人
類
学
会
雑
誌

十
勝
日
誌

遠
津
川

道
庁
事
務
報
告

屯
田
兵
開
拓
敢
闘
録

屯
田
兵
村
の
百
年

永
山
町
史

奈
井
江
町
史

日
本
史

日
本
史
年
表

日
本
動
物
図
鑑

日
本
列
島
地
質
構
造
発
達
史

日
本
農
業
年
鑑

西
蝦
夷
日
誌

農
業
改
良
普
及
事
業二
五
年
の

歩
み

農
政
改
善二
五
年
史

野
幌
屯
田
兵
村史

美
唄
市
史

深
川
市
史

富
良
野
町
史

北
海
道
移
民
問
答

北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解

北
海
道
勧
業
年
報

北
海
道
開
拓
秘
録

北
海
道開
発
事
績

北
海
道
概
況

北
海
道
気
候
一
班

北
海
道
凶
荒
災
害
誌

北
海
道
蝦夷
人
物
誌

北
海
道
交
通
要
覧

北
海
道
教
育
雑
誌

北
海
道
紀
行

北
海
誌
料

北
海
道
誌

北
海
道
年
鑑

北
海
道
支
庁
の
あ
ゆ
み

北
海
道
殖
民
地
撰
定
報
文

北
海
道
殖
民
図
解

北
海
道
事
業
日
程
報
告

北
海
道
新
聞

北
海
道三
県
巡
視
復
命
書

北
海
道
議
会
史

北
海
道
庁
令

北
海
道
庁
告
示
文

北
海
道
庁
事
業
功
程
報告

北
海
道
屯
田
兵
制
度

北
海
道
道
路
史

北
海
道
百
年
の
あ
ゆ
み

北
海
道
布
令
全
書

北
海
道
百
年

北
海
道
通
覧

北
海
道
毎
日
新
聞

北
海
道
林
業
施
策
概
要

北
海
タ
イ
ム
ス

北
海
空
知

松
浦
武
四
郎
伝

毎
日
新
聞

三
笠
市
史

妹
背
牛
町
史

森
秀
太
郎
懐
旧
録

山
鼻
創
基
八
十
一
周
年
記
念
誌

郵
政
百
年
の
あ
ゆ
み

ゆ
う
べ
お
っ
と

読
売
新
聞

北
海
之
殖
産

北
海
道
史

北
海
道
志



滝
川

市
史

上
巻
目

次
引 凡 序

引
用
又
は
参
考
文
献

例

表
紙
題
字
滝
川
市
長
吉

岡
清

題
辞
北
海
道
知
事
堂
垣
内
尚

栄 弘 栄

第
一
編
北
海
道
抄
史

第
一
章
蝦
夷
地
時
代

古
代
の
北
海
道

第
二
節
和
人
の
移
住
・

第
三節

蝦
夷
地
の
管
領
・

松
前
藩
の
確
立
と
蝦
夷
地
開
発
の
情
勢
・

江
戸
幕
府
の
直
轄
時
代
・

松
前
氏
の
復
領
と
対
露
問
題

第
七
節
幕
府
の
再
管
領
・

第
二
章
開
拓
使
時
代

「
箱
館
裁
判
所
(府)の

開
設

第
二
節
奥
羽
騒
乱
と
五
稜
郭
の
平
定
・

開
拓
使
設
置
と
道
・
国
・
郡
の
命
名
・

・一
五
一
四

一
二一
一
〇
…
九 ・六 ・・四 ・三 三

第
三節

次

1

目目
…
三〇
・二
九

・二
七

・二
六

二
五

第
一
節
北
海
道
庁
の
成
立
と
新
政
策
・

北
海
道
十
年
計
画
と
そ
の
実
績
・

第
一
期
拓
殖
計
画
:

第
四
節
第
二
期
拓
殖
計
画
:

一
四

第
五
章
北
海
道
時
代

第
一
節
戦
後
緊
急
開
拓
時
代
:

第
二
節
北
海
道
総
合
開
発
計
画
:

:二
〇 一
九

第
四
節
開
拓
使
管
轄

滝
川
市
長
吉

岡
清

開
拓
使
の
新
政
と
諸
藩
分
領
・

第
五
節
開
拓
使
十
年
計
画
と
そ
の
成
績
:

・二
五 三

・二
三

第
三
章

三県
一
局
時
代

第
四
章
北
海
道
庁
時
代

・

第
六
節

第
五
節

第
四
節

第
二
節

第
三
節

第
一
節

第
一節



目

第
一
次
五
ヵ
年
計
画
第
二
次五
カ
年
計
画

次

象

1
鉱
泉
(江
部
乙
温
泉)

2
石
炭
3
石
油
4
天
然
ガ
ス

・六
一

五
八

4
滝
川
層
5
第
四
系
<
第
四
系
洪
積
層
第
四
系
沖
積
層
>

1
白
亜
系
2
古
第三
系
<
石
狩
層
群
下
階
石
狩
層
群
中
階

石
狩
層
群
上
階
石
狩
層
群
高
上
階
>
3
新
第
三
系
鮮
新
世

第
三
節

地

:

地
形
地
形
の
成
因

勢 誌

…

第
一
節
位
置
・
面
積
・

第
一
章
地

…
…
五
〇

四
五
四
五

第
三
編
開

拓

第
一
章
先
住
民
族

第
一
節
日
本
の
人
種
…

本
道
の
先
住
民
族

1
石
器
時
代
2
土
器
の
出
現
人
尖
底
土
器
文
化
筒
形
土
器
文

第
二
節

化
多
形
土
器
文
化
後
北
式
土
器
文
化
オ
ホ
ー
ツ
ク
土
器
文

化
>

第
三
節
滝
川
に
お
け
る
先
住
民
族
・

1
滝
川
から
出
土
す
る
石
器
・
土
器
2
石
狩
川
沿
岸
穴
居
人
種

・・九
五

遺
跡
調
査
報
告

第
二
章
気

滝
川
の
生
活
ご
よ
み

1
気
温
2
雨
量
3
霜
雪
4
風
5
湿
度
6
天
候
7
地

温
第
二節

岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所

第
三
章

生
物

第
一
節
昔
の
動
植
物
に
つ
い
て

第
二
節
滝
川
の
動
物
…

脊
椎
動
物
哺
乳
綱
爬
虫
綱
両
棲
綱
節
足
動
物
甲
殻
綱
鳥

綱
魚
類
(無
顎
綱
硬
骨
魚
綱)

綱
蛛
形
綱

・
滝
川
の
植
物

羊
歯
植
物
種
子
植
物
彼
子
植
物

軟
体
動
物
腹
足
綱
昆
虫

:
八
二

第
二
編

自
然

第
二
節

第
一
節
空
知
の
沿
革
…

三
八

・・三
五

:三
四

・三三三
第
一
節
気
象
観
測
・

・六
二

第
五
節

第
三
節
第
二
期
道
総
合
開
発
計
画
・

第
四
節
第
三
期
道
総
合
開
発
計
画
:

新
北
海
道
総
合
開
発
計
画
・

歴
代
北
海
道
首
長

第
六
章
空
知
の
概
要

・七
七

七
五

・

・九
二

・九
一

第
二
節
地

質
•

応
用
地
質
(地下

資
源
)
・

第
四
節

空
知
の
概
況
・

歴
代
空
知
支
庁
長

...三三
九

第
三
節

八
五

2



・一
〇
三

1
ト
ッ
ク
ア
イ
ヌ

2
ウ
シ
スベ
ツ
ア
イ
ヌ
地
の
存
置
と
喪
失

一
一四

・

第
二
章
開
村
以
前

第
一
節
場
所
と
運
上
金
・

初
期
の
探
検
時
代
・・

松
浦
武
四
郎
と
滝
川
・

第
四
節
開
拓
使
時
代
の
行
政
区
域
・

1
北
海
道
の
名
称
2
仙
台
藩
伊
達
家
の
空
知
分
領
3
札
幌
本

庁
管
内
大
小
区
域
4
北
海
道
大
小
区
画
沿
革

明
治
時
代
の
探
検
調
査
:

1
高
畑
利
宜
の
上
川
探
検
2
榎
本
釜
次
郎
の
空
知
川
沿
岸
調
査

第
六
節
集
治
監
と
囚
人
使
役
・

1
樺
戸
集
治
監
の
設
置
2
空
知
集
治
監
3
監
獄
制
度
と
職

員
・囚
人

4樺
戸
集
治
監
空
知
川
派
出
所
5
樺
戸
集
治
監
新

波
止
場
出
張
所

第
七
節
十
津
川
移
民
・

移
住
の
て
ん
末
森
秀
太
郎
懐
旧
録

第
四
編
屯
田
兵
制

第
一
章
屯
田
兵
の
起
源

第
一
節
屯
田
の
語
句
・

第
二
節
屯
田
兵
制
の
起
こ
り

蝦
夷
地
時
代
の
屯
田
兵
明
治
屯
田
の
設
置

第
二章

屯
田
兵
制
度

屯
田
兵
の
諸
規
定
・

屯
田
兵
例
則
諸
給
助
及
貸
渡
器
械
定
則
屯
田
兵
諸
官
職
務

第
三
節
屯
田
予
備
兵
の
制
度
・

屯
田
事
務
局
設
置
と
屯
田
兵
の
服
役
・
給
与
…
…
…
一
八
九

・一
九
〇

・一
九
二

屯
田
兵
条
例
土
地
給与
規
則
移
住
給
与
規
則
屯
田
兵
員
及

家
族
教
令
第
七
師
団
へ
の
従
属

屯
田
兵
の
消
長
沿
革
:

・二
〇
二

一
九
六

第
三章

滝
川
屯
田

第
一
節
南
・
北
滝
川
屯
田
兵
村
設
置
の
経
緯
:

…
…
二
〇
六

志
願
者
心
得

空
知
太
屯
田
兵
の
募
集
・・

召
募
事
務
手
続
き
志
願
手
続
き

第
二
節

・・・・・二
〇
九

目
次

・
一六
八

・ ・一
三
一

一二二六

・一
二三三

・ 一
二一
一
一九

第
三節
第
二
節

・一
八
七

第
一
節

第
二
節

第
四
節
制
度
の
改
正
と
第
七
師
団
へ
の
従
属
・

第
五
節

一
四
六

第
六
節
屯
田
兵
の
召
募
・
配
備
・・

一八
三

・

第
四
節
滝
川
と
ア
イ
ヌ

3
ア
イ
ヌ
の
生
活
4
ト
ッ
ク
ア
イ
ヌ
の
人
物
実
話
5
ア
イ
ヌ

の
伝
説

第
五
節
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
そ
の
語
源
・

一
八三

・

3

第
五
節

3
ラ
イ
マ
ン
の
地
質
調
査
4松
本
十
郎
と
黒
田
清
隆
の
視
察

5
永
山
長
官
の
視
察



目目
次

第
三
節
十
津
川
移
民
の
屯
田
兵
応
募

屯
田
兵
の
受
入
準
備
・

土
地
撰
定
と
区
画
兵
屋
の
建
築
及
官
給品

馬
道
岩
吉
の
談
話

空
知
太
屯
田
兵
屋
の
構
造

滝
川
屯
田
兵
の
移
住

・・

移
住
者
心
得
誓
文
屯
田
兵
の
談
話

滝
川
屯
田
兵
氏
名
及
び
編
制
・

配
置
図

第
四
章
江
部
乙
屯
田

第
一
節
江
部
乙
屯
田
兵
の
募
集

応
募
状
況

第
二
節
江
部
乙
兵
村
の
受
入
準
備

:二
四
七

土
地区
画
兵
屋

江
部
乙
屯
田
兵
の
移
住
・

出
身
県
別
屯
田
兵
氏
名
上
陸
兵
村
到
着
屯
田
兵
移
住
者
談
話

屯
田兵
移
住
者の
諸調
査

第
四
節
江
部
乙
屯
田
兵
氏
名
及
び
編
制

配
置
図

第
五章

兵
村
の
制
度
と
活
動

第
一
節
屯
田
移
住
民
到
着
後
の
諸
給
与

…
二
六
八

1
家
屋
給与

2
家
具
器
具
給与

3
扶
助
米
塩
菜
料
な
ど
の
給

与
4
土
地
給
与
5
土
地
区
画
と
給
与
地
6
土
地
の
権
利
制

.

限
7
屯
田
兵
談
話

第
二
節
兵
村
の
自
営
的
諸
制
度
と
組
織

・二
七
四

1
中心
機
関
2
地
方
機
関
3
地
方
最
高
機
関
の
大
隊
本
部

4
自
治
機
関
5
後
備
役
中
の
村
治
者
6
地
方
行
政
と
の
関
係

公
有
財
産
取
扱
仮
規
則
憲
兵
屯
所
屯
田
銀
行

第
三節

屯
田
兵
の
服
務
・
練
兵
及
び
生
活
・
日
課
…
…
…
…
二
八
六

1
服
務
年
限
練
兵
日
課
口
達
簿
行
軍
野
外
演
習
予
備
役

取
扱

第
四
節
屯
田
兵
の
従
軍
・

1
日
清
戦
役
2
日
露
戦
役
戦
死
者
合
同
葬
儀

の
標
日
露
戦
役
戦
勝
記
念
碑

第
五
節
開
拓
営
農
・

農
業
指
導
兵
村
の
営
農
農
耕
以
外
の
農
業
指
導
滝
川
兵
村

農
会
本
道
と
屯
田
兵
開
拓
の
関
係

屯
田
歩
兵
第
二
大
隊
日
誌
・

第
六
節

第
七
節
屯
田
兵
恩
給

1
扶
助
料
追
給
請
願
2
屯
田
兵
恩
給
支
給
請
願

屯
田
兵
談
話
及
び
座
談
会
・・

長
井
愛
之
助
談
話
屯
田
兵
座
談
会
滝
川
屯
田
移
住
記
念
碑

滝
川
屯
田
兵
遺
徳
顕
彰
会
江
部
乙
屯
田
親
交
会

・三
一
五

第
五
編
行

政

第
一
章
行

第
一
節
地
方
行
政
の
概
況

第
二
節
空
知
郡
空
知
太

第
三節

行
政
区
域
の
変
遷
・

・二二
三
二

・三二
九

・三
二
七

:
二
九
二

談
話
決
死…二
九
九

・三
〇
八

・一二
一
二

第
三節

…
二
六
〇

・・二
五〇

:
二
四
三

・一二三
二

・二二二
七

第
六
節

第
五
節

第
四
節

…
二
一五

・一二一
二

第
八
節

政

4



1
国
郡
の
設
置
と
行
政
2
滝
川
村
の
誕
生
と
関
連
区
域
の
変
遷

<
滝
川
村
及
び
新
十
津
川
村
の
設
置
滝
川
村
戸
長
役
場
の
設
置

奈
江
村
の
設
置
奈
江
村
を
滝
川
村
戸
長
役
場
が
管
轄
滝
川

村
の
境
界
変
更
奈
江
村
戸
長
役
場
の
設
置
歌
志
内
村
・
富
良

野
村
の
設
置
音
江
村
の
分
村
芦
別
村
の
設
置
砂
川
村
に
改

称
江
部
乙
村
の
設
置
赤
平
村
の
設
置
屯
田
兵
部
落
の
廃
止

新
十
津
川
町
の
一
部
を
編
入
滝
川
町
と
江
部
乙
町
と
の
境
界

改
正
砂
川
町
の
一部
を
編
入
富
平
・
空
知
太
の
分
離
編
入
問

題
滝
川
市
と
江
部
乙
町
の
合
併
滝
川
市
と
新
十
津
川
町
の
境

界
変
更
町
の
名
称
及び
区
域
の
変
更)

・三
四
一

戸
長
役
場
時
代
・

1
戸
長
役
場
の
設
置
2戸
長
役
場
で
取
扱
っ
た
事
務
3
浦
役

場
の
設
置

滝
川
村
則々

第
五
節
歴
代
戸
長
・

戸
長
の
俸
給
歴
代
戸
長
と
行
政
初
代
更
谷
喜
延
二
代
多
田

寛
三
代
佐
木々
篤
敬
四
代
高
田
直
一
郎
五
代
月
居
忠
清

村
内
入
植
地と
戸
長
役
場
六
代
乾
宣
恕
七
代
高
田
直
一郎

八
代
小
華
和
貞
男
九
代
高
田
直
一郎

音
江
分
村ご
ろ
の
様
子

開
村
十
年
記
念
祭
典
十
代
石
沢
竜
治
十
一
代
菊
地
竹
治

乃
木
将
軍
の
来
村
十
二
代
今
井
勇
吉
二
級
町
村
制
を
迎
え
る

滝
川
村
の
概
況

第
六
節
二
級
町
村
制
時
代
・

初
代
村
長
今
井
勇
吉
二
代
小
西
恭
蔵
江
部
乙
地
区
の
分
離
独

立
機
運

一級
町
村
・
町
制
時
代
・

開
初
代
町
長
大
竹
康
造
滝
川
下
富
良
野
間
鉄
道
分
岐
点
問
題
開

村
二
十
年
記
念
祭典

二代
奥
井
直
吉
三
代
川
口
敏
澄

町三
十
年
記
念
祝
典
四
代
渡
辺
忠
四
郎
五
代
渡
辺
裕
次
六

代
津
田
美
之
助
七
代
小
華
和
貞
男
滝
川
町
に
区
裁
判
所
を
置

く
請
願
運
動
八
代
神
部
為
蔵
開
町
五
十
周
年
記
念
式
典
九

代
斉
藤
昂
一
町
長
選
挙
の
難
航
昭
和二
十
年
の
滝
川
町
概
況

町
長
職
務
官
掌
武
富
文
義
臨
時
町
長
代
理
奥
山
与
作
十
代

神
部
俊
郎
滝
川
町
の
紋
章
開
町六
十
年
記
念
行
事
地
域
給

移
動
動
物
園
の
開
催
三笠
宮
・
同
妃
殿
下
の
ご
来
町
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
滝
川
駅
前
奉
迎
清
宮
貴
子
内
親
王
の
ご
来
町:三
八三

第
八
節
市
制
時
代
・

初
代
市
長
神
部
俊
郎
市
制
施
行
祝
賀
二
代
市
長
佐
久
間
貞
江

開
基
七
十
周
年
記
念
行
事
市
の
花
と
木
滝
川
市
民
憲
章
の

制
定
開
基
八
十
周
年
記
念
行
事
中
空
知
市
町
振
興
協
議
会
の

設
置
秩
父
宮
妃
殿下
の
ご
来
市
天
皇
・
皇
后
両
陛下
滝
川
を

ご
通
過

:
三
九
八

第
九
節
江
部
乙
地
区
の
分
村
・

1
独
立
自
営
の
可
能
性
2
分
村
の
実
現

二
級
町
村
制
江
部
乙
村
:

初
代
村
長
亀
田
信
雄
基
本
財
産
所
在
地
の
問
題
二
代
山
本
彦

太
須
麻
馬
内
地
区
の
編
入
三
代三
沢
貫
之
助

四
〇
三

第
十
一
節

一級
町
村
制
江
部
乙
村
・

初
代
村
長
(通
算
四
代
目)
岩
佐
駒
蔵
二
代
岡
本
岩
蔵
三代

岩
橋
浅
次
四
代三
沢
貫
之
助
五
代
上
田
梅
次
郎
開
基三
十

五
年記
念
行
事
開
村記
念
碑
六代
大
崎
栄
吉
江
部乙
村是

の
設
定
七
代
米
野
源
一
八
代
鞍
田
武
夫
開
基
五
十
年
記
念

行
事
九
代
高
桑
又
一
十
代
松
儀
一男

第
十
二
節
町
制
施
行
江
部
乙
町

初
代
町
長
松
儀
一
男
開
基
六
十
年
記
念
行
事
江
部
乙
町
章
の

制
定
二
代
高
桑
又
一
江
竜
橋
架
設
運
動
三
代
伊
藤
等
開

基
七
十
周
年
記
念
行
事
江
部
乙
町
名
誉
町
民
過
疎
地
域
の
指

定
江
部乙
町
役
場
閉庁
式

四
一八

目目
次

5

・三
六
三

・・三
六
〇

第
七
節

第
四節

・・三
四
六

第
十
節

・・三
九
九



目

・・五
〇
八

第
十
三
節

滝
川
市
・
江
部
乙
町
の
合
併
・

1
滝
川
市
の
動
き
2
江
部
乙
町
の
動
き
3
滝
川
市
江
部
乙
町

合
併
協
議
会

第
十
四
節
新
し
い
滝
川
市
の
誕
生
と
市
政
・

:
四
三
五

第
三
章
選

新
市
建
設
の
基
本
条
件
新
市
初
代
市
長
吉
岡
清
栄
滝
川
市
江

部
乙
町
合
併
記
念
式
典
市
民
と
の
対
話
行
政<
1
地
区
市
政
懇

談
会
2
市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間
3
市
民
へ
の
相
談
業
務

4市
の広
報
活
動
5公
共
施設
見
学会

6
行
政
推
進
員
制

度
>
地
方
自
治
法
施
行
三
十
年
記
念
行
事
開
基
八
十
八
周
年

記
念
行
事
歴
代
首
長
・
助
役
・
収
入
役
一
覧
表

四
六
一

第
十
五
節
市
役
所
庁
舎
の
変
遷
・

滝
川
村
町
時代

江
部乙
町
役
場庁
舎
の
変遷

市
役
所
庁
舎

第
十
六
節
村
・
町
役
場・
市
役
所
機
構
・

第
十
七
節
名
誉
市
民
・
市
政
功
労
者
:

名
誉
市
民
岩
橋
英
遠
市
政
功
労
者
及
び
奨
励
者

第
十
八
節
戸

戸
口
統
計
人
口
動
態
の
推
移

第
二
章
都
市
計
画

第
一
節
北
海
道
の
殖
民
地
撰
定
と
開
発

地
名
・
字
名
の
由
来

空
知太

一の坂
二の
坂
熊
穴坂

須
麻馬
内
滝
の
川

江
部
乙
幌
倉
地
番
設
定

滝
川
の
市
街
計
画
:

市
街
地
の
通
り
名
字
名
地
番
改
正
江
部
乙
の
市
街
住
居

表
示
制
度
の
実
施
都
市
計
画
委
員
会
都
市
計
画
審
議
会
住

居
表
示
審
議
会

・四
九
七

第
四
節
都
市
計
画
区
域
と
整
備
・

都
市
計
画と
整
備
用
途
地
域
新
都市
計
画
地
域
都
市公
園

挙
第
一
節
総
代
人
の
選
挙

第
二
節
滝
川
村
・
町
・
市
議
会
議
員
:

第
一
回
～
三
回
選
出
村
会
議
員
選
挙
第
四
回
～
十
三
回
選
出
町

会
議
員
選
挙
第
十
四
回～
十
六
回
選
出
町
議
会
議
員
選
挙
第

十
七
回
～
十
九
回
選
出
市
議
会
議
員
選
挙

第三節
江
部
乙
村
・
町
議
会
議
員
選
挙
:

・五
三
二

第
一
回
選
出
村
会
議
員
選
挙
第
二
回
～
十二
回
選
出
村
会
議
員

選
挙
第
十三
回
～
十
四
回
選
出
村
議
会
議
員
選
挙
第
十
五

回
～
十
八
回
選
出
町
議
会
議
員
選
挙
付
・
江
部
乙
村
・
町
議
会

議
員
組
織
構
成
図

新
・
滝
川
市
議
会
議
員
の
選
挙

…
五
四
〇

第
二
十
回
選
出
市
議
会
議
員
選
挙
議
員
定
数
問
題
第
二
十
一

回
～
二
十
二
回
選
出
市
議
会
議
員
選
挙
付
・
滝
川
町
・
市
議
会

組
織
構
成
など

議
員
有
功
章

第
五
節
市
・
町
長
選
挙

1
滝
川
町
・
市
長
選
挙
<
第
一
回
～
三
回
町
長
選
挙
第
一回
～

三
回
市
長
選
挙>

2
江
部
乙
村
・
町
長
選
挙
<
第
一
回
～
二
回

村
長
選
挙
第
三
回
～
六
回
町
長
選
挙
>
3
新
滝
川
市
長
選
挙

<
第
一
回～三

回
市
長
選
挙>

道
会
・
道
議
会
議
員
選
挙
:

第
一
回
～
二
十
一
回
総
選
挙

知
事
選
挙
・

第
一
回
～
九
回
知
事
選
挙

・・五
六
〇

・・五
五
三

第
六
節

第
七
節

・五
五
一

第
二
節

四
八
九

・四
九
四

第
三節

6

・五
一
九

五
二
二

第
四
節

四
六
六

四
七
三

四
八二

口

・四
三
三

次



・五
六
一

第
十節

政
党
・
政
派
:

1
戦
前
の
政
党
2
戦
後
の
政
党
と
道
内
の
動
き
3
滝
川
の各

党
支
部
の
動
き

各
委
員
会
委
員

常
設
委
員
学
務
委
員

執
行
機
関
の
委
員
会
委
員
・

教
育委
員
会委員

委
員
監
査
委
員
公
平
委
員
会
委
員
固
定
資
産
評
価
員
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

(農
業
委
員
会
委
員
)

行
政
各
委
員

特
別
職
報
酬
な
ど
審
議
会
委
員
公
務
災
害
補
償
な
ど
認
定
委
員

会
及
び
審
査
委
員
会
委
員
明
る
い
選
挙
運
動
推
進
協
議
会
委
員

市
政
調
査員

(モ
ニ
タ
ー
)

第
五
章
広
域
行
政

第
一
節
中
空
知
市
町
振
興
協
議
会

第
二
節
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合

・六
〇
〇

第
二
章

税
の
変
遷

1
道
路
維
持
管
理
セン
ター
事
業
2
交
通
災
害
共
済
制
度
3

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

滝
川
市
ほ
か二
町
衛
生
施
設
組
合
・

・六
〇
七

第
二
節
税
制
の
推
移
・

六
六
九

六
六
三

・六
五
六

六
四
九

・六
三〇

・六
二
九

第
一
章
一
般
会
計
の
変
遷

第
一
節
戸
長
役
場
時
代
:

番
外
地
拝
借
者
心
得

第
二
節
町
村
制
時
代
・

歳
入
歳
出

第
三
節
江
部
乙
村
・
町
一
般
会
計
:

歳
入
歳
出
決
算

新
・
滝
川
市
の
一
般
会
計

年
度
別
決
算
額
市
債

第
三
節

次

7

1
滝
川
市
ほ
か三
町
衛
生
セン
ター
組
合
の
設
置
2
滝
川
市
ほ

か二
町
衛
生
施
設
組
合

第
五
節
滝
川
市
ほ
か
一
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検
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滝
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連
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台
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燈
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械
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‒
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で‒
―
<
青
年

学
校
令
国
民
学
校
令
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滝
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西
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滝
の
川
高
等
学
校
3
滝
川
北
高
等
学

校
と
沿
革
<
村
立
江
部
乙
農
業
高
等
学
校
道
立
江
部
乙
高
等
学

校
>
4
滝
川
西
高
等
学
校
と
沿
革<
私
立
北
海
道
滝川
商
業
高

等
学
校
市
立
滝
川
西
高
等
学
校>

第
五節

青
年
学
校
・
そ
の
他
・

青
年
訓
練
所
青
年
学
校
滝
川
鉄
道
錬
成
所
保
護
者
会
・
後

援
会
・
父
母
と
先
生
の
会
特
学
等
の
育
成
後
援
団
体
へ
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
滝
川
地
区
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
こ
ど
も
会

育
成
連
絡
会>

奨
学
資
金制
度
江
部乙
町
教
育
推
進
協議
会

滝
川
市
教
育
振
興
会
空
知
の
教
育
空
知
教
育
研
究
所
空

知
教
育
会
滝
川
支
部
空
知
教
育
振
興
会
空
知
教
育
推
進
協
議

会
現
代
っ
子
市
立
学
校
施
設
整
備
審
議
会
委
員

四
一二

第
六
節
学
校
給
食
・
学
校
林

学
校
給
食
滝
川
市
の
学
校
給
食
学
校
給
食
連
絡
協
議
会
学

校
給
食
連合
会
製パ
ン工
場
江
部乙
町の
学校
給食

学
校

林
人
滝
川
第
一
・三
小
学
校
学
校
林
滝
川
第二
小
学
校
学
校
林

東
栄
小
中
学
校
学
校
林
西
小
学
校
学
校
林
江
部
乙
小
・
中

学
校
学
校
林
西
高
等
学
校
学
校
林
>

・・四
二
三

第
七
節
そ
の
他
の
学
校

市
立
お
お
ぞ
ら
幼
稚
園
私
立
滝
川
幼
稚
園
私
立
え
べ
お
つ
幼

稚
園
私
立
滝
川
白
樺
幼
稚
園
空
知
自
動
車
学
校
滝
川
に
お

け
る
洋
裁
学
院
の
創
始
滝
川
ド
レ
ス
メー
カー
専
門
学
校
滝

川
家
政
学
院
滝
川
フ
ァ
ッシ
ョ
ン
洋
裁
学
院
空
知
高
等
技
芸

女
学
校
ド
レ
ス
メー
カ
ー
空
知
高
等
女
学
校
江
部
乙
ド
レ
ス

メ
ー
カ
ー
学
院
江
部
乙
高
等
技
芸
学
校
市
立
高
等
看
護
学
院

空
知医
師
会
立
空
知
准
看
護
学
校

:
四
三
一

第
九
節

第
八
節
大
学
誘
致
:

國
學
院
女
子
短
期
大
学
誘
致
の
経
過
國
學
院
女子
短
期
大
学
の

設
置
準
備

文
化
・
体
育
・
教
育
関
係
表
彰

四
三
六

文
化
奨
励賞

文
化功
労賞
・
文
化
奨励
賞
スポー

ツ
賞
教

14

・・三
七
六

:
三
六
六

第
三
節

第
四
節

次

育



育
功
労
賞

第
二
章
社
会
教
育

社
会
教
育
委
員

第
一節

社
会
教
育
の
推
進
・

滝
川
市
の
社
会
教
育
推
進
入
社
会
教
育
推
進
計
画
と
体
制
の
整
備

青
少
年
の
健
全
育
成
成
人
教
育
の
充
実
振
興
文
化・
芸
術

活
動
の
振
興
社
会
体
育の
振
興>

江
部乙
町
の
戦
後
に
お
け

る
社
会
教
育
<
社
会
学
級
青
年
学
級>

事
業
計
画
の
推
進

・・
社
会
教
育
事
業
盛
ん
な
社
会
教
育
<
婦
人
学
級
乳
幼
児
教
育

学
級
福
寿
大
学
市
民
講
座>

社
会
体
育

・・四
四
七

第
三
節

社
会
教
育
施
設
の
充
実
…

児
童
会
館
<
児
童
会
館
泉
町
児
童
館
江
部
乙
児
童
館
朝
日

町
児
童館

北
滝の
川
児
童
館>

部
乙
公
民
館
文
化
セン
タ
ー
文
化
セン
タ
ー
建
設
審
議
会
委

員
文
化
体
育
施
設
運
営
委
員
会
委
員
郷
土
館
江
部
乙
郷
土

室
図
書
館
図
書
館
協
議
会
委
員
子
ど
も
の
読
書
を
す
す
め

る
会
滝
川
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
陶
芸
セ
ン
タ
ー
滝

の
川
運
動
公
園
体
育
施
設
へ
青
年
体
育
セン
ター

野
球
場
テ

ニ
ス
コー
ト

弓
道
場
陸
上
競
技
場>

財
団
法
人
滝
川
市
体

育
協
会

スポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
指
導
委
員
青
少
年
有
志

指
導
者
活
動
促
進
社
会
教
育
推
進
指
導
員
協
議
会

自
然
の
家
歩
く
ス
キ
ー
江

四
六
六

第
五
節
青

年
団
:

1
滝
川
青
年
団
の
動
き
<
青
年
会
連
合
青
年
団
滝
の
川
青
年

団
東
滝
川
青
年
団
東
部
青
年
団
空
知太
青
年
団
西
部
青

年
団
市
街
地
青
年
団
連
合
女子
青
年
団
青
年
団
体
連
絡
協

議
会>

2
江
部
乙
青
年
団
<
女
子
青
年
団
>
3
青
年
団
体
協

議
会
<
青
年
会
議
滝
川
青
年
連
絡
会
青
年
祭
滝
川
市
農
協

青
年
部
江
部乙
町
農
協青
年
部>

年
学
級
商
工
青
年
学
園

徵
兵
検
�
成
人
式
青

第
六
節
婦
人
団
体

1
終
戦
ま
で
の
推
移
<
大
日
本
愛
国
婦
人
会
大
日
本
国
防
婦
人

会
江
部
乙
婦
人
会
>
2
新
た
な
る
婦
人
会
活
動
(終
戦
後)

<
滝
川
市
婦
人
会
江
部
乙
町
婦
人
会
東
町
婦
人
会
坂
下
婦

人
会
池
の
前
婦人
会
夕
製
婦
人
会
滝
川
市
農
協
婦
人
部

江
部乙
町
農
協
婦人
部
母子
会
婦
人
団
体
連
絡協
議
会>

3
愛
の
鐘
・
そ
の
他
人
婦
人
会
館
婦
人
ボ
ラン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
ン

教

・四
九
五

第
一
章
神
社
・
寺
院
・
教
会

第
一
節

神
社
:

滝
川
神
社
市
民
ま
つ
り
江
部
乙
神
社
出
雲
神
社
幌
倉
神

厳
島
神
社
空
知
交
通
神
社

寺
院
・
教
会

願
成
寺
運
海
寺
光
暁
寺
広
徳
寺

光
寺
郷
芳
寺
北
泉
岳
寺
人
地
蔵
尊

光
寺
<
游
塵
会>

専
覚寺

照
光寺

円
覚
寺

墓
籍
>
西
教
寺
法

光
明寺
専

興
禅寺

日
勝
寺
瑞
五
〇
五

目

第
四
節
青
少
年
の
育
成
・

青
少
年
補
導
セ
ン
ター

滝
川
町
青
少
年
団
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
滝
川
第
一
団
スポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
親
子
座
談
会
江

部
乙
町
青
少
年
問
題
協
議
会
青
少
年
問
題
協
議
会
青
少
年
補

導
セ
ン
タ
ー
委
員

次

15

第
二
節

四
七
二

四
四
一

第
二
節

四
四
四

・
四
八
三

第
十
編
宗社
金
比
羅
治
水
神
社
豊
滝
神
社
浄
水
神
社
石
鎚
神
社



目

次

栄
寺
正善
寺
人
延
命
地
蔵>

神
道
御
嶽
教
会
神
習
教
空
知
支
教
会
八
大
龍
王
大

宗
教
家
の
苦
行
各
宗
寺
院
連

合
会
天
理
教
人
龍
昇
分
教
会
北
勇
宝
分
教
会
北
陽
分
会
宣

教
会>

自
然
愛
信
教
団
滝
川
教
会
金
光
教
滝
川
教
会
日
本
キ
リ
ス
ト

教
滝
川
教
会
滝
川
イ
エ
ス
之
御
霊
教
会

そ
の
他
の
団
体
・

生
長
の
家
空
知区
連
合
会
創
価学
会

墓

地
空
知
太
共
同
墓
地
滝
の
川
墓
地
満
洲
開
拓
団
慰
霊
碑
(殉
難

者
の
碑)

江
部
乙
火
葬
場
江
部
乙
村
第
一
・第
二
墓
地
胞

衣
等
埋
場
及
び
斃
獣
捨
場
滝
の
川
斎
苑

第
十
一編

交
通
・
運
輸
・
治
水

第
一
章
交
通
・
運
輸

石
狩
川
交
通
:

開
村
前
の
交
通
石
狩
川
の
運
輸
幻
の
石
狩
川
運
輸(株)

路

内
道
路

1
明
治
以
前
の
道
路
2
明
治
・
大
正
の
道
路
計
画
と
工
事
人
幌

金子
堅
太
郎
の三
県
巡
視
上
川
仮
道
路
上
川
道
路

樺
戸・
空
知間
道
路
増
毛
道
路
空
知
川
沿
岸
道
路

の
改
修

メ
ム
・江
部
乙
間
道
路>

3大
正
九
年の
道
路認
定
4
主

要
道
路の
整
備
(
一般
国
道
十二
号
八
一の
坂
跨
線
橋
地

下
歩
道>

(1)
一般
国
道三
十
八
号
()
道
の々
整
備
<
滝

川
・
浜
益
線
滝
川
停
車
場
線
江
部
乙
・
雨
竜
線
江
部
乙
駅

前
停
車
場
線
江
部
乙
・
赤
平
線
北
滝
の
川
・
東
滝
川
停
車
場

線
>
四
市
道
の
整
備
<
主
な
市
道
新
設
改
良
事
業
生
活
道

路
東二
号
通
り
都
市
計
画
街
路
の
整
備
道
路
の
除
排
雪
除

排
雪
セン
ター
と
江
部
乙
モ
ー
ター
プ
ー
ルソ

5
高
速
自
動
車

国
道
人
高
速
道
路
と
は
計
画
の
決
定
手
順
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
岩
見
沢
市
か
ら
滝
川
市
ま
で
の
建
設
計
画
環
境
対
策>

・・五
九
七

六
〇
五

第
四
節
渡

船
石
狩
川
渡
船
滝
の
川
西
三
丁
目
渡
船
伏
古
渡
船
場
下
四
号

渡
船
場
空
知
川
渡
船
場
東
裡
・
下
赤
平
間
空
知
川
渡
船
場

東
滝
川
・
住
吉
間
渡
船
場

梁
・

石
狩
川
橋
空
知
大
橋
江
竜
橋

石
炭
採
掘
と
鉄
道
開
通
・

北
海
道
炭
鉱
鉄
道
会
社
の
設
立

第
七
節
上
川
線
の
開
通
…

上
川
線
の
計
画
布
設
工
事
の
概
要
開
通
祝
賀
会
営
業
開
始

鉄
道
開
通
の
影
響

:
六
二
八

第
一
節

第
二
節
道

六
三
一

空
知
太
・
滝
川
間
の
鉄
道
複
線
開
通
函
館
本
線
の
電
化
開
業

蒸
気
汽
関
車
の
廃
止
空
知
川
鉄
橋
の
架
替

下
富
良
野
線
・

下
富
良
野
線
布
設
運
動

村
の
主
張
問
題
解
決
下
富
良
野
線
の
概
要
と
効
果
開
通
祝

賀
会
根
室
本
線
の
ロ
ー
カ
ル
化
問
題

新
幹
線
と
ロ
ー
カ
ル
線
・

新
幹
線
計
画
札
沼
線
問
題

第
十
一
節
鉄
道
駅
・

・・六
四
四

・・六
四
一

分
岐
点
問題

砂
川
村の
主
張
滝
川

・・

・五
四
六

第
八
節
鉄
道
の
整
備
発
達

第
九
節

第
十
節

第
三
節
駅高
畑利
宜
と
駅
逓

通
:

第
三
節

・・五三
〇

:
五
二
七

第
四
節

:
六
一
四

第
五
節

橋

・・六
一
九

第
六
節

官
私
設
鉄
道
連
絡
に
就
て

・・六二
四

五
三
九

16



空
知太
駅
滝
川
駅
滝
川
駅
構
内
流
雪溝

滝
川
機
関区

滝

・・六
五
六

第
十
二
節
諸

人
力
車
自
転
車
荷
馬
車
・
馬
橇
・
荷
車
滝
川
最
初
の
自
動

車
と
飛
行
機
自
動
車

・六
六
四

第
十
三
節
自
動
車
運
輸
・

滝
川
自
動
車
運
輸
株)
北
海
道
中
央
バ
ス(株)空

知
事
業
部
滝
川
営

業
所
国
鉄
滝
川
自
動
車
営
業
所

第
十
四
節
交
通
安
全

交
通
安
全
の
推
進
滝
川
交
通
安
全
協
会
滝
川
市
交
通
安
全
運

動
推
進
協
議
会
滝
川
自
動
車
運
転
者
協
会
交
通
指
導
員
会

第
二
章

治
水

第
一
節
滝
川
と
川
・

第
二
節
石
狩
川
の
水
路
保
護
・

第
三節

風
水
害

・・

明
治
の
水
害
<
最
初
の
村
民
大
会
>

水
害

第
四
節
石
狩
川
・
空
知
川
の
治
水
・

・…・・六
八
八

第
二
章
警

1
空
知
川
の
治
水
人
空
知川
護
岸
堤
防
修
繕
旧
空
知
川
堤
防

新
空
知川
堤
防>

2
石
狩
川
の
治
水<
石
狩
川
沿
岸
道
路
石

狩
川
堤
防
江
部
乙
地
区
石
狩
川
堤
防
滝
川
地
区
滝
川
排
水
機

場
蛸
の
首
樋
門
洪
水
予
報
及
び
水
防
警
報
>

関
係
官
庁
・
団
体
・
組
合
...

・七
〇
一

第
十
二編

治

防兵

日
清
戦
役
日露
戦
役
満洲
守
備

イ
エフ
ス
ク方
面
出兵

満
洲
事
変
日
華
事
変
太
平
洋
戦
争

町
内
国
防
・

帝
国
在
郷
軍
人
会
軍
友
会
滝
川
救
護
隊
防
空
監
視
哨
銃

後
奉
公
会
大
政
翼
賛
会
滑
空
訓
練
所
軍
隊
の
移
駐
・
憲
兵

分
駐
所
設
置
町
葬
軍
人
・
軍
属
戦
没
者
忠
魂
碑
忠
霊
塔

建
設
の
動
き
顕
彰
塔

第
四
節
陸
上
自
衛
隊
滝
川
駐
と
ん
部
隊

概
説
滝
川
駐
と
ん
地
の
創
設
駐
と
ん
部
隊
の
変
遷
災
害
派

遣
と
民
生
協
力
駐
と
ん
部
隊
の
構
成
・
関
連
の
土
地
建
物
田

中
君
太
郎
の
談
話

察
第
一
節
開
村
前
の
警
察
概
要
・

第
二
節
滝
川
警
察
署
:

1
開
村
後
の
滝
川
警
察
2
戦
後
の
滝
川
警
察
署
<
滝
川
町
警
察

署
滝
川
町
公
安
委
員
会
北
海
道
警
察
札
幌
方
面
滝
川
警
察
署

江
部
乙
警
察
官
駐
在
所
>

第
三
節
公
安
・
防
犯

七
四
五

第
五
節

目
次 札
幌
開
発
建
設
部
滝
川
道
路
事
務
所
札
幌
土
木
現
業
所
滝
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滝
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狩
川

治
水
促
進
期
成
会
道
路
保
護
組
合
河
川
愛
護
組
合

安

第
一
章

国
第
一
節

徴

第
二
節
戦
争
・
事
変

シ
ベ
リ
ア
出
動

ニ
コ
ラ

・・七
一三

七
一
六

第
三
節

・・六
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滝
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滝
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滝
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滝
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ボ
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節
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踊
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茶
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興
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味
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究
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滝
川
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滝
川
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盟
団
体
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江
部

乙
町
体
育
連
盟
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加
盟
団
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江
部
乙
町
体
育
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委
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剣
道連
盟
柔
道
連盟

軟
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野
球
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式
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球
連
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陸
上
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協
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市
民
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育
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知
外三
郡
青
年
大
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
卓
球
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樸
水
泳
協
会

ボ
ク
シ
ン
グ
ソ
フ
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ボー
ル
協
会
バ
レー
ボ
ー
ル
協
会
カ

ヌ
ー
ク
ラ
ブ

クレ
ー
射
撃
協
会
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道
会
体
操
連
盟
朝
野

球
連
盟
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
滝
川
支
部
ス
ケー
ト

ス
キ
ー
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典
・
市
民
冬
ま
つ
り
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車
(江
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友
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フ
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ボ
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連
盟
北
空
知
体
操
連
盟
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ン
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ン
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俳
壇
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川
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滝
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詩
話
会
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の
来
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第
五
節
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活
動
・

と
」
文
化
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委
員
ロー
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ク
ラ
ブ
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江
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文
化
団
体
協
議
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機
関
誌
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う
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お
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イ
オ
ン
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九
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念
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史
跡
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